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概 要 


TK-80 の LED デ ィ ス プレ ィ を 利用 し て , ディ ジタル ・ タ イマ を 構成 する プロ グラ ム 例 を 示 し ま 
ボ : 


華 也 D デ ィ ス プ ブレイ を 表示 され る デー タ は 次 の 様 に な り ま す . 


時 間 


と の ブロ グラ ム は , 各 単 位 か ら の 繰り 上 か り を 処理 する メイ ン ・ ルー チン て 最小 単位 で ある op 


秒 を カウ ント する タク イマ ・ サ プルー チン か ら 構 成 さ れ て いま す . LED デ ィ ス ブレ イ へ の 表示 は 。 モ 


ニク タク ・ ブ ログ ラム 内 の サ プ ル ー チ ン を より 行わ れ ま す . (モー ニタ ・ プ ログ ラム の サブルーチン KK つい 


て は TK-80 ユー ザー ス ・ マ ニア ナル 記載 され て いま す . ) 


1 .2 概略 の フラ フロー チャ ー ト 


初期 値 設 


BC, DE レジ ュ タ の 内 容 を | 
LED デ ィ ス プレ イ 表示 


レ 秒 WAIT 


oo 秒 の 格 を イン クリ メン ト 


1.3 詳細 な フロ ー チ ャ ー ト 


(1) メイ ン ・ ル ー チ ン 


ワ ビ 
回 の 


3 
2 
NM 
し 
演 」 
ww 
N 
ヨ . 
nu 
ら 「 
ゃ 
に 


BC ュ ァ 

生 レジ スタ 復帰 
世 = き 3 
QTH1 一 A 


初期 値 設 定 


アド レス - レジ スタ 区 表示 デー タ を セッ ト 


デー ター レジ スタ 話 表示 デ ー タ を セット 


BC, DE (フーチン 中 で 、 
レジ スタ を セー ブ ヽ と わ さ れ る の を 防ぐ 


プ ド レス デー タレ ジス タ の 内 容 を 

上 ED ディ スプ と レイ 表示 

ルレ 4 秒 補正 イン ター ベル ・ タ イマ 
BC DE 


レジ ュ スタ 復帰 


6 秒 の 格 を イン クリ メン ト 


1 0 進数 人 変換 


1 秒 経過 し た 場合 イン クリ メン ト 


1 0 進数 変換 


60 秒 経過 し た か 
NO 
際 ーー D D マー 0 
【⑨) ネ 農 
⑳ エ 1 ーー A 1 分 の 橋 を イン クリ メン ト 


NO 


1 0 進数 に 変換 


6 0 分 経過 し た か 


⑦ し 0 秒 イ ンタ ー バ ル の た め の 補 正 ル ー チ ン 


1 時 間 の 格 を イン クリ メン ト 


回 加 
B ー A 
⑳+ エ 1 ー A 
10 進 補 正 1 0 進数 変換 


と の サブ ルー チン は , シレ 00 秒 を カウ ント 
テッ プ す る 際 の イン ター ベル を 算 佐 名 o 
秒 補 正す る た め の も の で D. BB レ ジス 


タ に セ ッ ト さ れる 値 ょ より, と の タイ マ 
ー の 時 定数 を 変え た る と と が で きま す ・. 


全 1 


4 る 


WAIT 


回 


オデ ジン ェクト ュー ドド 
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1. ら プロ グラ ミン グ お よび 実行 方 法 


1 4 放 書 あか れ て いる オプ ジェ クト コー ド を 所 定 の 番 耶 の メモ リ K 書 き 込 ん で 行き ます . 


ADRS 
8 2 1 パ | 回 
WRITE 
| 0 1 TNCE 
| | | 雪 
0 0 | | MRee 
1 1 YRee 
5 
WITI 
U 9 | 
"| 暗 
1 
| 
| 
1 
{ 
! 
語 避 
ee 
| el ls 寺 


デー タ を 書き 込む 際 fC, アド レス - デ ィ ス ブレイ 表示 され る アド レス と 比較 し を な が から まち かい の 
を いよ ょ よう を 入力 し て 下さ い . 

ブロ グラ スム が 終了 し た ら 回 bgcm| キー より メモ リ の 内 容 を 読み 出し , まち が いかが あっ た 場 
合 は その つど 訂正 し て 下さ い . 


ブロ グラ ム 区 まち が か がい が を いて と と を 確認 し た ら 次 の 要領 で 実行 させ ます 


と の 操作 区 より ディ ジタル ・ タ イマ ー が スタ ー ト し ます 

8200 番地 か から と の プログラム を スタ ー ト する と 必ず 初期 値 杜 0 と を り , 0 時 0 分 , り 秒 か ら カ 
ウン ト が 始ま り ま す - 

この 初期 舘 を あら か じ め 設 定 し た い 場 合 は 克 の よう 操作 し て 下さ の ・ 


QIRIEI ロ IE 
中 回 固 
ロ 


| 回 9 
回 上 2 
] 園 | aw 
回 REIEII 選 


上 記 の 例 で は 
08 時 15 分 00 秒 00 oo 秒 よ り カ ウン ト が 始ま り ま す ・ 


1 .G タイ マ ・ サ プ ブル ー チ ン の 時 定数 の 調整 


本 プ ュ アラム の 基本 と を っ て いる シィ 秒 の 時 間 関本 な 。 ブロ グラ ム 中 の WAIT サファ ー チ シン で 
出し て いま す 


oo 秒 の イン ター バル は 。 正確 な は , コー ディ ング 例 の ライ ン ナ ンズ ベー10 の サブ プ ル ー チ ダマ ロー 


ル よっ て デー タ が 表示 され て か ら メ イン ・ ル 2 画 し , 次 の デー タク が 同様 し て 表示 され る 


で の 時 間 と いう と と 区 た なり ます が , と れ ら の 時 間 の う も 大 都 分 が WAIT サブルーチン 中 で 供 計 


いす 。 これ ちの 時 間 人 は 各 命令 を CPU が 実行 する 際 衝 臣 や され る 時 間 と D 表 人 転送 た よっ て 
PU の 処 理 が 中 断 さ れる 時 間 と の 合計 た いう と と な り ま す . よっ て DIMMA 転 送 に よる 調 差 て 放任 


1 sec C10Zsec 程 度 ) を 考え て タイ マサ プ ァ ルー ー チ ン の ペラ メー タ を 変更 すれ 位 い ろ い ろ な を イン 
ー ズ ベル タイ ム を 作り 出す と と が か でき ます . 
実際 に マイ クロ プロ セ サ 人 て よっ て タイ ー を 作る 場合 は , 上 記 の よう を な DMA 転 送 は 行わ た いた め メ 
イン クロ ッ ク の 精度 相当 する 精度 で タイ マ を 作る と と が で きま す . CPU が 1 つの 命令 を 実行 す る 
時 人 C 費 や され る 時 間 は COM-80 ユー ザー ス ・ マ ニア テル (TERM-588B) の 86 ペ ー ジ か ら 9 8 
ー ジ ツ K 掲 載 さ れ て いる タイ ミン グ ・ み ケイ ヤク ラム よう 計算 する と と が で きま す - 
以下 その 1 例 を 示し ます . 一 

MV 1 命令 

(MVI D, 04H 等 ) 


COM-8 0 ユー ザー ス ・ マ ニア テル TK-80 で 実行 し た 場合 


MIG ン タク) し ンク の MI M2 


回 回 回 回 回 加 E 回 回 回 回 回 回 回避 


MVT 全 令 は 2 つの マシ ン サ イク ル で 構成 され , M1 は 4 つの ステ ー ト ,M2 は 3 つの ステ ー ト で 
構成 され て いま す . 

TK 一 80 で と の 命令 を 実行 し た 場合 , メモ リ か ら の デー タ 待 合わ せ の た め , T。 の み が 2 回 く 5 返 
され 右 図 の + う ICM1 は 5 つ , M2 は 4 つの スネ テー ト で 棋 成 され る と と に た り ょ ナ 

ズ , TK-80 の クロ ッ ク 周 波数 住 約 205MHz で すか らち , 1 つの ステ ー ト を 実行 する た め K 人 は 約 488 
nsec か か る と と に を り ま す . 

488x9=4892K バ nsec) 

よっ て MV 1 命令 を 実行 する た め K 仕 約 44 Zsec の 時 間 が か か る と と IC な り ま す . 

TK 一 80 で 各 命令 を 実行 する 場合 合 , すべ て の 命令 の 各 マ シン サイ クル 中 の T。 ステ ー ト 仕 2 回 くり 
返さ れる と と 低 を な り ま す . 

( 2 番目 の ①J は メモ リー・ テ クキ ネ の 徒 ち 時 間 と し て 動作 する よう 区 みっ て いま すみ 。 TK_80 = 
ー ザ ー ズ ・ マ ニテ ル の 第 5 章 ( TK-80 の ヘー ドゥ ェ ア ) を 参考 し て 下さ ら . ) 


2.1 概 要 


PPT(zPD 8255) の ボー ト CK 接続 され た オー ディ オ 
ラム 例 を 示 し ます . 


-・ ア ンプ サイ ン レン 音 を 出力 する ブロ グ 


と の ブロ グラ ム は , モー ニタ と り 出 力 ボ ポート セット され て いる ボー ト C の ビッ ト 1 (EC1 15 番 


ビ ピン)“1 "と 70” を 交互 IC 出 力 し , オー ディ オォ 普 城 の 
ォ ・ テ アン ズブ 入 力 し 音声 を 発生 し ます - 

と と で , 発生 する 音声 の 周波 数 は CPUKC+ よ 1 制御 され , 
うら に し て サイ レン 音 を 作り 出し て いま す 


2 っ .2 概略 の フロ ー チ ャ ー ト 


現在 の 周波 数 ベラ メー タ 
多 相 当 す る 音 を 1 サイ ク 
ル 出 力 す る . 


現在 の 周波 数 ベラ メー タ 
と 相当 する 音 を 1 サイ ク 
ル 出 力 す る - 


設定 さ れ た 周波 。 
数 て 達し た か 


周波 数 ベラ メー タ を 劣 クリ メン ト 


波数 の パル ス を 作り , と れ を オー ディ 


ある 周波 数 範囲 を 連続 的 に 変化 させ る ょ 


っ .3 詳細 な フロ ー チ ャ ー ト 


B レジ スタ 周波 数 ベラ メー タ を セ 
ッ ト ( 下 限 周波 数 ) 


ポー ド G。 ピッ ト 1( て PCGHL2 
サブ ルー チン コー ル 


半 サ イク ル 時 間 WAIT 区 現在 の 周波 数 ベラ メー タ K 相 
当 す る バル ス ( 1 サイ クル ) を 出力 


サブ プルー チン コー ル 
半 サ イク タル 時 間 WATFT 


周 渋 数 カウ ンタ を ディ クリ メン ト 


周波 数 は 上 限 に 達し た か ? 


B レ ジス タ 巡 周波 数 バラ メー タ を セッ ト 
(上 限 周波 数 ) 


サ プ ル ー チ ン コー ル ーー を 色 。 も (まき 生 1) 


ーー 現在 の 周波 数 ベラ メー クタ 


当 す る バルス ( 1 サイ クル) を 出力 


サブ ルー チン コー アル 
1 半 サ イク ル 時 間 WAIT 


H 
i 
1 
! 
1 


周波 数 カウ ンタ を イン クリ メン ト 


周波 数 は 下限 に 逢 し た か ? 


10 


N ホ ーー\ 吾 葉 世 副 


くく ポー ミ 窒 q コ 難 世 計 


II2 


サイクル WAIT サブ ルーチン 


波数 ベラ メー タ セ ー ブ 


B レ ジス タデ ィ ク リ メ ン ト 


比 


サイ クル ァ 経過 し た か ? 


周波 数 ベラ メー タ 復 帰 
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1 コッ 52foP 
イジ アド レス レー ベル ニー モニ ッ ク オプ ジェ クト コー ド 


00  s200 START: 。 MVI B,50H 06 50 
01 02 LOOP1 : MVI 4A, 2 3 02 
02 04 OUT 2 D38 02 
08 06 CALL WAIT CD "88 82 
0 4 09 MYVI  A, 0 SE 00 
05 0B OUT 2 D8 02 
0 6 6D CALL WAIT CD 388 82 
07 10 DCX  B 0B 
0 8 le MOV  A,B 78 
0 9 12 CEI 40H FE 40 
10 1 4 MOV  B,A 47 
1 1 15 JNZ LOOP1 C2 02 82 
12 18 MVI  B,40H 06 40 
18 1A LOOP2 : MVT  A,2 8E 02 
14 取 OUT 2 D3 02 
15 1E 2 CALL WAIT CD 83 82 
16 21 MVI  A,0 8E 00 
17 23 OUT 2 D8 02 
18 25 - CALL WAIT CD 388 82 
19 28 TINX  B 03 
20 2 9 MOY 4A,B 78 
21 2A CPT 50 . FE 50 
22 2C MOV  B,A 47 
28 2D JNZ 。 LOOP2 C2 14 82 
2 4 80 ーー JMP START C8 00 82 
| 25 38 WAIT : PUSH B C5 
. 26 84 DCE B 05 
! 27 85 JNZ  $ 一 1 C2 84 82 
! 28 88 POP B - gi 
29 89 RET C9 
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2 の 2. ら オー ディ オ ・ ア ンプ の 接続 方 法 


オー ディ オ ・ ア ンプ は カッ プリ ング ・ コ ン デ ン サ を 介 し て , PPT の ポー ト C , ビット 1 (PD 
8255 15 番 ビン ) 接続 し ます . と の 敵 子 の 開放 出力 電圧 は 5Vp_p で す . 


8255 KC 接続 する 場合 , プ リン ト ・ ボ ポー 
ド 上 MC8255 の 3 つの ボー ト (PA PB, 


PC) の 引き 出し 位置 が 一 列 並 ん で 配置 き 
れ て いま す の で , と と か ら 取 り 出 す と 簡単 


デ 

り 8255 

ビジ 

ト 

じ 

| Pc PB | 
ド 。 oooo oloooooo ] 


注 及 "。 


7 6 5 4 


GO oO Oo 
9071 2 7 6 5 1 2 0 4 3 


C(1gF 程度 ) 


TK 一 80 より 引き 出す GND の 〒R ラ ジオ の オー ディ オ ・ テ アン ブ の 初段 へ 
位置 は ノイ ズ の 最も 少ない 場所 入れ て や れ ば 充分 楽し め ま す ・ 
を 選ん で 下さ い 、。 専用 オー ディ オ ・ ア ンプ の 場合 は , 


LTNE 入 力 端子 入 力 し て 下さ い . 


2.6 プロ グラ ミン グ お よび 実行 方 法 


コー ディ ング ・ リ スト 上 の オプ ジェ クト ・ コ ー ド を 所 定 の メモ リ 9 書き込み ます 


8 2 | 9 9 四国 
ml] | | 隔 
中 | 較 | 
es |』| 較 | 
e | | 」 


| 


| 2.7 周波 数 帯域 の 変更 


本 ブロ グラ ム は 周波 数 ベラ メー タ 及 び 上 , 下限 比較 デー タ を 変更 する と と より 。 周波 数 変化 帯域 
を 変更 する と と が で きま す . 

周波 数 ベラ メー タ は ライ ン ナ ン ベ ー0 0 及び 1 2 C お あい て, B レ ジス ムタ モット する 値 で と の 値 が 
大 きい 任 ど 出力 周波 数 は 低く を り ま す ., 


文 , 周波 数 上 , 下限 比較 デー タ は ライ ン ナ ン バ ー0 9 及び 2 1 C な いて , アテ アキュムレータ と 比較 し 
て いる デー タ で す . 
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3. 1 


概 要 


第 3 章 プロ グラ マブ ル ・ メ トロ ノー ム 


ビ テ アノ , ギ ター 等 の 練習 KK 使 を る ブロ グラ マブ プル ・ メ トロ ノー ム の ブロ グラ ム 例 を 示し ます 。 


と の プロ グラ ム は ペラ メー タ を 2 ワー ド セ ッ ト す る と と MC より , テン ボ , 拍子 を 自由 人 設定 で きる 
メト ロ ノ ー ム で , PPT (PD8255) の ボー ト C , ビ ピッ ト 1 (PC1 ) kc 可 聴 周 波数 の バルス を 送り 出 
し ます . と の 端子 に オー ディ オ テ ナンブ を 接続 すれ ば 音声 と し て 聞こ と を ます 


3.2 概略 の フロ ー チ ャ ー ト 


START 


1445 Hz 音 
出 カ 
IT 


セー ター | 


詳細 な フロ ー チ ャ ー ト 


メイ ジル ー テ チン 


ベラ メー タ ・ ロ ー ド 
HHー テ ン ボ ペラ メー タ 
エ L = 拍子 ペラ メー タ 


|_ HL レジ ネタ ク ネー プ ジ | 


メモ リ の 以下 の 番地 に 書き 込 を まれ て いる 
パラ メー タク を HH し レジ スタ ロー ド 
8250 番 地 … テ ン ポ ペラ メー タ 
8251 番 地 … 拍 子 ペ パラ メー タ 
HL レジ スタ 退避 


1445 是 z の ベル ス 音 を 出力 
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H 軸 
』 1 1 
1 昌明 
1 
*| 
i B 
1 3 
| 3 
H 1 
1 1 
1 
| 
I 
M 了 
i 
時 | 
中 有 
( 間 
1 1 
| 1 
] 『 
am 
| [ 
に た 
六 
| 
0 8 
1 i 
1 
i 6 | 
1 する 
ま 1 
1 1 
1 ミッ 8 
1 
) 男 i 1 
員 
1 記 H 
鐘 | rl 
| 1L111 
| 
9 | 
i 
| 
i 
H 缶 
{ 【 * 5 
| 1 1 
6 8 1 
> 1 
3 
間 
1 
1 ! 
| | ! 
! 1 
い 1 1 
人 
1 | 
I 1 引 1 1 
! | 
! 1 
日 
ll! 
川上 16 
| 
| 1 


サブ ルー チン コー ル 
イン ター ベル タイ マ 


コー シル 


音 出 力 


サブ プルー チン コー カル 
イン ター バベル タイ マ 


ジ ビル アーチ ジ 
1919Hz 


サブ ルー チン 
1445Hz (T1) 


テン ボ ペ パラメータ よっ て 指定 され た 時 
間 待 合わ せ 


拍子 メラ メー タク を ディ クリ メン ト 


1919 Hz の ベル ス 音 を 出力 


は 


テン ボ ポ ペラ メー タ (C よ っ て 指定 され た 時 
間 待 合わ せ 


HL レジ スタ 復帰 


音声 出力 ケー チン 


1919Hz (T2) 


ポー ト C PCl“1” を 出力 


半 サ イク ル 時 間 待 合わ せ 


ポー ト C EC1M70” を 出力 


比 


ドサ イク ル 時 間 待合 わせ 


各 バ ルス 音 の 長 さ だ け く り 返 す 


サブ ルー チン イン ター バル タイ ママ (WAIT) 


DEE レジ スタ イニ シャ ライ ズ 
2 0H 


FEF 耳 


テン ポ バ パラメータ を アキ ュ ム レー タ MC ロ ー ド 


単位 時 間 タ イマ 用 バラ メー タ を DE レジ 
スタ セッ ト 


単位 時 間 WATT ルー デ 


テン ポ ベ ペラ メー タ ( 人 て セッ ト さ れ た 回 数 だ 
け く り 返 す . 
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ニー モニ 


LHLD 
DCE 
PUSH 
CaALL 
C AL 上 
DCER 
りす NZ 
CA エエ 
C AL 上 
POP 
MP 
区 T 
す MP 
る! 
MVTI 
OUF〒 
MOV 
DCR 
JN 巡 み 
OUT 
MOV 
DCER 
JN 
DCE 
JRN 
RET 
MOV 
エメ 1 
DCE 
JN 錠 
DCR 
JN 包 
DCE 
す N 必 
民 到 T 


ラグ 


DATA 

L 

H 

〒1 

WAIT 
LOOP2 
る 

WAIT 

H 

LOOE ュ 
D, 851 2H 
T3 

D, 2616H 
A, 2 

2 


ロロ 回 の と らち po 人 の と 
| 6 く 
ら g = 


に 


信 , 時 

D, 20FE 革 
世 

仙一 邊 

D 

$ー5 

全 
WATT 十 1 


オプ ジェ クト コー ド 


2A 
2D 
E5 
CD 
CD 
2D 
C2 
CD 
CD 
1 
C3 
11 
C38 
11 
3 世 
D8 
7A 
3D 
C2 
D8 
7A 
3D 
る 
1D 
C る 2 
69 
7C 
1 1 
1D 
6 吉 2 
15 
C2 
3D 
92 
C9 


50 
19 
37 
05 
1F 
37 
04 
1% 
る 2 
16 


0% 
02 


2 7 


02 


る 世 


る 2 


PF 


3B 


3B 


38 


8 2 


8 2 


8 2 


8 2 


に 2 


82 


8 る 


8 2 


8 2 
26 


82 


82 


82 


02 


82 


82 


82 


3. ら プロ グラ ミン グ お よび 実行 方 法 


8 4 に 書か れ て いる オプ ジェ クト コー ド を 所 定 の 番地 の メモ リ K 書 き 込 ん で 行き ます -. 


IWETTE 
INCR 


プ ブログ ラム の 書込み が 終了 し 書 込 エ テー が を いと と を 確認 し た を ら ば , テン ポ と 拍子 パラ メー タ を 
セッ ト し ます - 

テン ボ バ ラメ ー タ は 8250 番 地 で 0 0FF ま で の デー タ を 設定 で きま す . デー タ は 大 き な 値 た する 
作 ど テン ポ は お そく な り ま す . 

拍子 ベラ メー タ は 8251 番 地 で 0 2 て FEF ま で の デー タ を 設定 で きま す . 2 拍子 と し た いひ 場合 は "02 
3 拍子 に し た い 場 合 は "083" と いう ぐあい 区 モット し ます . 

ベラ メー タ の セッ ト が 終了 する と 次 の キー コマ ンド で 実行 し ます 


回 II 
区 


を お , オー ディ オア ング ブ の 接続 法 は 2.5 と 全く 同じ で す . 
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第 4 章 電子 オル ガン 


4.1 概 要 


TK 一 80 の キー ポー ド を オル ガン の 鍵盤 と し て 使用 し た 電子 オル ガン の ブロ グラ ム 例 を 示 し ます . 
と の ブロ グラ ム っ は は , 音階 を ウフ トウ ェ ア で 作り 出し , PP 1 (gzPD8255) の ポー ト C の PCiK 音 声 薄 
域 の パル ス と し て 出力 する も る ので, カプ ブリ ング - キャ バシ タ を 介し て オー ディ オア ンズ KK 接続 する と 
と に よ ち , 電子 オル ガン を 構成 する と と が で きま す . 

と の プロ グラ ム は キー モン ス 用 の メイ シャ ルー チン と , 実際 各 音 階 K 相 当 す る 音 を 発生 さき せる サブ プ 
ルー チン ( SOUND ) に ょ っ て 構成 され て いま す . 

メイ シン ルー チン で B レ ジス タ K 各 音階 相当 する 周波 数 ベラ メー タ を セッ ト し て , サブ プル ー チ ン 
SOUND を コー ル す る と と て より その ベラ メータ の 周波 数 相当 する 音 を 一 定時 間 発 生き せる と と が 


で きま す -. 
メイ シル ー チ ン で は , 今 ど の キー が 押さ れ て いる か を 検出 し て , その キー 対応 する 音 詳 の 周波 数 


パラ メー タ を B レ ジス タク タ て セッ ト し て , サブルーチン を コー ル し て いま す . 


4.2 フロー チャ ー ト 


() メイ ン ル ー チ ン 


(④⑳ キー 入力 サオ プル シー チ ン を コー ル 
2 | Acc に は 押さ れ た キー 放 対 応 
する 1 6 進 デ ー タ が 入り ます - 


CO 0 | キー が 押さ れ た か 


NO サブ ルー チン ・ コ ー ル 。 
| SOUND ro 


NO サ プ ブ プルー チン ・ コ ー ル ee 
s | SOUND | の 音 を 出力 


g1 
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| 2 | + か 押 され た か 


| トレ oem カ 


回 キー が 押さ れ た か 


SOUND | し 4 ee の 


NO 
SOUND 
B ペー 2BH 
ーー 
NO | サブルーチン コー ル 
B ま - 28H 


mmm キー が 押さ れ た か 


サブ プ ブルー チン コー ル 内 
| SOUND | 2 を 


キー が 押さ れ た か 
サブ ルー チン コー ル ファ の 音 を 出力 
SOUND 


回 キー が 押さ れ た か 


サ プ ブルー チン コー ル ファ # の 音 を 出力 
SOUND 


[e | キー が 押さ れ た か 


| oe 


7 | キー が 押さ れ た か 


22 間 を カ 


較 キー が 押さ れ た か 


サブ ルー チン コー ル 
SOUND 


ラ の 音 を 出力 


| 5 | * か 押さ れ た か 


サブ ルー チン コー ル 
SOUND 


ラ ま の 音 を 出力 


キー が 押さ れ た か 


シ の 音 を 出力 


| | * - が 地 さ れ た か 


サブ ルー チン コー ル ド の 音 
| SOUND | MC 


| | * が さ れ た か 
サ プ ブルー チン コー ル 
SOUND 


『 き の 音 を 出力 


時 キー な 押さ れ た か 


レ の 音 を 出力 
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ド 
衣 R 軸 芋 ド 
KO 内 
る 所 了 講 内 折 字 ス 詞 
僅 全 折 祥 食 Q 僅 季 
玉 .@ PO 問 S 長 骨 内 
に き に の 2 に NR に MM に に 3 
リ 鍋 約 紀 和 
肖 軸 還 ee 拒 ーー ま トー 
人 気 代 信 人 
1 1 * ] * ] ミ ] に 
す ・ 1 年 ) 年 1 PF ! Pa 1 区 
り 口 j7 品 | . J 口 jj 口 j 申 時 
) > 紀 ロ > 世 に | > 回 > ら 和 > 避 * 
ゃ ウロ ゃ ら ンー】 ーー ゃ ロビ と 
] 〇 ) 〇 ) 〇 ! 答 N 
ミ の の 人 の ミ の 
人 N 1 TN BN 剛 
ゃ お 生 ホ ] 
和 ヤ 
に に ヒー] 


A の 内 容 を 8 3F 8 ス ト ア 
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(2 サブ ルー チン SOUND 


PSW レ ジス タ 退 避 
音 の 長 さ パラメータ セッ ト 
周波 数 ベラ メー タロ ョ ー ド 


ボ ポート CM“ 1" を 出力 


F サ イク ルッ ル 経過 し た か 


周波 数 ベラ メー タ 再 ロー ド 


ボー ト CMC“" 0 "を 出力 


半 サ イク ル 経 過 し た か 


音 の 長 さ バラ メー タ ディク リ メ ン ト 


所 定 の 長 さ だ け 音 を 出し た か 


PSW レ ジス タ 復 帰 
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に ロ や m 


R 


” mW 
aw ob ら 加 のり oe NARO らら D り の Poem ょ mo ロロ ロワ ロ oeo ょ よー ロウ ロロ ooo ロ の の powere 回 の 〇 の ち ココ の 


の 


レー ベル 
START : 


ニー モニ ッ ク 
CALL KEYIN 


MVT 
GB 下 
C 才 
MV 
CPI 
CC 
MVT 
CPr 
C ぢ 
MVT 
CPI 
C 才 
MVT 
CPT 
C 包 
MVT 
CPT 
CZ の 
MVT 
CP1I 
CC の 
MYVT 
CPI 
C 
MVTI 
CPT 
C ぢ み 
MV 
CPT 
C 鐘 
MVT 
CPI 
で 名 
MVTI 
CPI 
CZ 
MV1I 
GE エ 
C 
MV 
CPI 
Cg 
MVT 
CPT 


B, 88 是 
0 
SOUND 
B, 81 是 
1 
SOUND 
B, 2DH 
る 
SOUND 
B, 2B 是 
8 
SOUND 
B, 28 是 
15 本 
SOUND 
B, 26 是 
4 
SOUND 
B, 24 廿 
5 
SOUND 


B, 22H 


6 
SOUND 
B,。 20H 
? 
SOUND 
B, 1H 
18H 
SOUND 
B, 1DH 
8 
SOUND 
B, 1BH 
9 
SOUND 
B,。 19H 
0 AH 
SOUND 
B, 18H 
0BH 
SOUND 
B,。 16H 
14H 


オプ ジェ クト コー ド 


CD 
06 
F 到 
CC 
06 
吾 王 
CC 
06 
『 世 
CC 
06 
世 
CC 
06 
OO 
5 
0 6 
F 世 
CC 
06 
TE 
CC 
06 
TE 
CC 
06 
FE 
CC 
06 
王 也 
CC 
06 
F 
CC 
06 
玉 到 
CC 
06 
PE 
CC 
06 
FE 
CC 
06 


FE 


16 
3 8 
6 0 
9 6 
31 
0 1 
9 6 
2D 
0 2 
96 
2B 
08 
96 
28 
15 
96 
26 
0 4 
96 
24 
05 
96 
22 
06 
9 6 
20 
07 
9 6 
1 到 
13 
9 6 
1D 
0 8 
9 6 
1B 
0 9 
96 
19 
0A4 
96 
18 
0B 
9 6 
16 
1 4 


02 


8 2 


8 2 


82 


8 る 


8 る 


82 


8 る 


82 


8 る 2 


82 


8 2 


82 


82 


8 2 


ー3 
し oe 人 一 】 


oo 


トコ 
紀 回 と コ の ao Q 加 回 〇 Op eo コ eo の oo ら 加 Op oo w oo 


レー ベル 


SOUND : 


LOOP1 : 
LOOP2 : 


LOOP3 : 


@C 
06 
『 到 
63 8 
06 
E 取 
CC 
06 
FE 
9 
06 
OO 
CC 
06 
F 世 
CC 
AF 
82 
CS 
F5 
1 到 
50 
8 世 
D3 
15 
C る 
50 
AE 
D8 
15 
C ら 2 
1D 
Cc 
1 


C3 


96 
15 
0C 
96 
14 
0D 
96 
18 
0 世 
96 
12 
0 
9.6 
1 1 
』 六 
96 


F8 
00 


1A 


02 
02 


9A 


02 


A8 


99 


82 


8 る 


8 2 


8 2 


8 る 2 


8 る 


8 3 
8 2 


8 2 


82 


8 る 


1 
オプ ジェ クト コー ド 
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4.4 プロ グラ ミン グ お よび 実行 方 法 
4.3 婚 書 か れ て いる オプ ジェ クト コー ド を 所 定 の メモ リ を 書き 込ん で 行き ます . 


IEIEIEI 


el | 関 | 


WRITE 
TNCR 


プロ グラ ム の 書込み が 終了 し , 書 込 エ ラー が な いと と を 確認 し た な ら ば , 次 の キー コマ ンド K よ り 
ブロ グラ ム を 実行 し ます 
を お , 音 を 出す た め の オ ー デ ィ オ アン の 接続 法 は 2.5 と 全く 同じ で す . 


0EWMIMN に 


RUN 
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呈 半 半 キキ キ 計 
Pl NN NN へ N ンー き N 
鬼 ン N ペ AN S ン ゝ IN に 


恨 
衣 
S 
Eu 
民 
| 
レー 
」 
玉 
| 
半 
IO 
マ 


第 5 章 音楽 の 自動 演奏 プロ グラ ム 


5.1 概 要 


第 4 章 の 電子 オル ガン ・ ブ ログ ラム の 応用 と し て 音楽 を 連続 し て 自動 演奏 する プロ グラ ム 例 を 示し 
ます . 

と の ブロ グラ ム は , あら か し め 注 奏 さ せる 曲 を と の プロ グラ ム の フォ ー マ ッ ト 低 従っ て 所 定 の デー | 
クタ 放 変 換 し て プロ グラ ム の デー タ エ リ アテ KK 格納 し て を きま す 。 


プログラム は デー タ エ リ ア を 格納 され て いる デー タ を 参照 し を が ら , 曲 を 演奏 し て 行き ます 


ら 5.2 概略 の フロ ー チ ャ ー ト 


し レジ スタ ・ イ ニシ ャ ライ ズ 


音 得 デー タ を ョ ロード 


サブ ルーチン コー アル 


WAIT (無音 状 趣 ) 


YEs 
ほ ルレ ジス クタ 更 新 
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5.3 詳細 な フロ ー チ ャ ー ト 


(1 メイ ン ・ ル ー テ チン 


レジ スタ ・ イ ニシ ャ ライ ズ 
HL エー デー タ の 先頭 番地 


レン = YES 
を の 最上 位 ど の ) 


【9) 


H て レシ ネタ 遂 


HL レジ スタ ・ イ ニシ ャ ライ ズ 


(HL)-1 ーー HL 


| 

キ 

の \ 

(】 

に 拉 

ビ せ 
に 3 
H 
「 
トコ 


- 上 レジ スタ 復帰 


Li の コ ーー 操 
CibC em oss.55g 


(HL)+1 一 HL 
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(②⑦ サブ ルーチン SOUND 


START 
ルレ ジス タ ・ イ ニシ ャ ライ ズ 


YES 


209M 


338 


ーーmmmreーー 
RE AFM 


84 


ち . 


4 


アド レス 


8200 


Qp ココ oo ロロ らら ロロ Ooomwkeoeo 司 ロロ Oo つの ト ト oo 選 の oow ょ oo 回 の 〇 pp ee o の た の 


コー ディ ング 例 


レー ベル 


ST ART 


LOOP 


SOUND ・ 
S 1 


S 2 


S8 


WaArT 


ニー モニ ニック 


LXTI 
MOYV 
ANA 
J 欠 
INX 
MOY 
MOYV 
RLC 
BE 
PU SH 
CALL 
POP 
DCR 
JN 錠 
TN 双 
す MP 
エズ 1 
MOV 
MVT 
OUT 
DC 
MOYV 
ANA 
RZ 
DCE 
JN 名 
MOY 
MV 
OUT 
DCX 
MOYV 
ANA 
に ドル 4 
DCR 
JNZ 
JMP 
PUSH 
の: の | 
な @ 著 
MOYV 
ANA 
JNZZ 
DCE 
JNZ 
POP 
1NX 
JMP 


8250H 
信 。 放 

A 

START 

H 

C, M 
B, A 


LOO0P 

是 
STAERT 十 8 
985FE 丁 
D, B 

A。 2 

る 


人 ュ 。 是 
信 


S3 

S1 

耳 

古 , 50FF 是 
耳 

A, 廿 

人 

$ー8 

C 
WAIT 十 1 
是 

耳 
START 十 8 


ジグ テク ドラ ヨー ドド 


る 1 
7E 
A7 
CA 
28 
4 選 
47 
07 
DA 
BE5 
CD 


EE1 


0D 
C2 
28 
C3 
2 1 
50 
8 尼 
D8 
2B 
7C 
A7 
CS 
15 
C2 
50 
8 到 
DS 
2B 
7C 
A7 
C8 
15 
C2 
C8 
E5 
2 1 
2B 
7C 
A7 
C2 
0D 
C2 
1 
23 
C8 


50 


00 


83C 


1C 


0F 


08 
FE 


02 
02 


2 4 


00 
0 る 


8 1 
1F 


FE 


40 


8D 


08 


82 


8 る 


8 る 


82 


8 る 


8 る 2 
85 


82 


に を 2 
8 2 


50 


82 


82 


に 


5.5 楽譜 デー タ の 作成 


ー タ よっ て 作り 出し て いま す - 


と の ブロ グラ ム で は , 一 つの 音 を , 連続 し た 番地 区 格納 され て いる 2 ワー ド (8 ピ ビット X2) の デ 


下位 の 番地 格納 され る デー タ を 音程 バラ メー タ , 上 位 の 番地 格納 され る デー タ を 音 長 ベ ラメ ー 


クタ と 呼ぶ と と 人 て し ます - 


ゃ 


音 短 バ ラメ ー タ は , その 音 が 音階 の と の 音 を の か を 示し , 音 長 バ ラメ ー タ は その 音 が どの くら い の 


長 さ 鳴り つづ ける か を 示し て いま す -. 


(1 青 程 パラメータ 


音程 バラ メー タ は , 発 人 


する 音 の 周波 数 《 ベ ルス 発 


参照 され る バラ メー タ で す . 
本 プロ グラ ム で は , 次 の よう を な 値 を 設定 する と と 低 上 よっ て 。 名 音 階 区 対応 する 音 を 発生 し ま 


す . 
音階 

ド 

レ 
レ 吾 

ファ 
っ 。 考 

レン 
み 学 

* 受 
ァ 考 

明 

8 
ドキ 

レ 
レ を 

が 
ファ 

層 


音 得 ベラ メー タ ( 1 6 進数 ) 
3 3 
3 1 
2p 
2B 
2 8 
26 
2 4 
2 2 
2 0 
1 吾 
1D 
1B 
19 
18 
16 
15 
14 
13 
12 
1 1 


E プ ログ ラム の 時 定数 ) を 設定 する 時 区 


駐 , 音程 バラ メー タ は , その 最上 位 ビ ッ ト を "1" 人 する と と に よっ て , 休 符 を 表わす と と が 


で きま す 、. 


. 科 ※※ メ メ メメ メメ ーー っ 作 特 
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(②⑦ 痛 長 パラ メー タ 
と の ブロ グラ ム は は, 実際 低音 を 発生 させ る 部 分 を サブ プ ル ー チ ン (SOUND) と し て 持っ て いま 
和沙 。 
と の サブ ルー チン は , 音程 バラ メー タ よ り 決 定 さ れ た 周波 数 の 音 を , サブ プルー チン 内 で セ 
ッ ト さ れ た 時 定数 に よる 時 間 , 発生 させ ます 


一 方 メイ ン ル ー チ ン に お いて は , 音 長 バラ メー タ ( よ っ て セッ ト さ れ た 回 数 だ け と の サブ プル 


ー チ ン を コー ル ん する よう 低 を っ て いる た め に に , 音 長 ベ ラメ ー タ 区 値 を セッ ト す る と と 区 より , 
サブ ルー チン 内 で 決定 され た 単位 時 間 の 整数 倍 の 時 間 音 を 発生 させ る と と が で きる わけ で す , 

従っ て , サブ ルー チン 内 の 時 定数 を 変え る と と 低 よ り , 楽 符 を 変え た る と と を く 〈 く 曲 の テン ボ を 
変え る と と も で きま す . 

と の 時 , 定数 は プロ グラ ムリ スト 16 ラ イン 及び 87 ラ イン お いて レジ スク タク セット 
きれ る 値 に より 決定 され , その 値 が 大 きく な れ ば , 曲 の テン ポ は お そく な り ま す . (と の プロ 
グラ ム 例 で は 85(16 進 ) と な っ て いま す . ) 

(⑬ 楽譜 作成 例 

音程 バ ラメ ー タ , 音 長 べ ラメ ー タ は 8250 番 地 よ り 順 低 書 き 込 ん で 行き ます . 叉 , 曲 の 終わ 
り は , 一 定 の 休 符 を 入れ た 後 , 1 ワー ド "00" を 書い て お く と と に より その 曲 を くり 返し 演奏 
させ る と と が で きま す 、 


テ ド シス 
82AC 


AE 


B0 


B2 


B4 


B6 


B8 


BA 


BC 


楽 符 
19 
07 
1B 
01 
1B 
02 
26 
0 2 
1B 
0 2 
22 
02 
19 
06 
FE 
08 
0 0 - エ ンド コー ド 


] 体 符 
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第 @ 章 無限 音階 プロ グラ ム 


概 要 


PPI(gPD8255) の ボー ト BK 接 続 し た オー ディ オ ・ ア ンプ を 無限 音階 を 出力 する ブロ グラ ム 
例 を 示し ます - 

と の プログ ラム は それ ぞ れ 1 オク ター プ ず ン つ 離 れ た オー ディ オォ 周波 数 の バル ス を PPTI の PB 
PBz C8 オ クタ ー プ 同時 紙 出 力 し (例え ば “ドド” の 音 の 場合 せ PB。C ある “ ド ” の 音 , PB 
は PBo より 1 オク ター プ 下 の “ドド ” の 音 , PB。 CC は さら MC1 オ クタ ー プ 下 の “ ド ” の 音 -… b 誠 
と れ ら を それ ぞ れ 1 音階 ずつ 繰り 返し ます - 

と の ペル ス 仕 合成 され て オー ディ オー テン プス カレ 。 音声 と し て 出力 され ます . 

合成 出力 は 各 音 に と に 8 オク ター プ の 音声 を 含む た め , 入間 の 耳 に は その 入 が 注目 し た 音 か ら 無 限 
区 上 昇 す る 音階 と を っ て 聞 と えま す . 


PB? PBe PBs PB。 PHs PBs PBi PBn 


器 プ o。 2 チ o 3 チ o。 4 プ 。 5 チ o 6 プ o ? チ o。 8 げ p 
・ | プ ュ 2 プ ュ 」 8 チ 」 4 プ 」 5, 6 プ + ? プ 」 8 了 ュ 


1 4 秒 問 出力 


1 4 秒間 出力 


1 4 秒間 出力 


| > | プチ 2 8 プ 。 4。 5 プチ s 6 プチ as 7 チョ 』 8 了 チ 。 


( 往 ) チ 。 は ある 音階 の " ド ” の 音 を 示す . チュ … チ e ゃ 同様 . 
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6.2 概略 の フロ ー チ ャ ー ト 


NO 


YES 


スタ ー ト へ 
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補 
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( 負 半 


DEc65386 是 


な フロ ー テ チャー ト 


詳 


. 3 
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FLAG セッ ト 


ACC の 内 容 を 復帰 する . 


“ドッ の 音 出力 へ 


半 す サイクル の 時 間 調 整 
モ セット する . 


“ レ ” の 音 を 出力 する 


定数 を 


ACC の 内 容 を 退避 する 
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束 


サイ クル の 時 間 


*E 


48gSEC) 


( 半 サ イタ クル 


FLAG セッ ト 


復帰 する . 


信 CC の 内 容 を 


“シッ の 音 出力 へ 


"ミア の 音 を 出力 する 、 


ACC の 内 容 を 退避 する . 


半 サ イク ル の 時 間 調 整 
( 半 サ イク ル 48pzSEC) 


FLAG セッ ト 
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405pzSEC) 


nr 

5 人 と 装 > 

| e Ro き R hG 陳 IG 
ホ R 3 全 還 0 

“ 忠 3 RI 弟 代 胃 具 
加 地 虹 Q ミ S 玩 

| 人 所 @ 和 き へ り 和 
( Rd S * 地 べ 地 
「 区 * ト 下 で * コ 軍 
| の N Si * 着 ロ S 

| っ コマ 半 ン 牛 に 


DE86F3H 
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“ラフ テ ア の 音 出力 へ 


" ツ ” の 音 を 出力 する . 


4 の 内 容 を 退避 する . 


半 サ イク ル の 時 間 調 整 
(《 半 サイ クル 86g8SEC) 


FLA 全 モッ ト 


人 の 内 容 を 復帰 する . 


“ツア の 音 出力 へ 
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82pSEC) 


。 
! NM 還 当 
s 回 1 
ド ー 中 
了 痢 、 * > 避 
Q ミ MI 
電 き へ 導 
86 地 
! 周 へ で の 内 
や * 8 
具 紀 回 ゴ 
き オイ 


DAACC 革 
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“シシ ” の 音 を 出力 する . 


A の 内 容 を 出力 する . 
( 半 サ イタ クル 295pgSEC) 


FLAG セッ ト 


人 の 内 容 を 復帰 する . 


" シ ” の 音 出力 へ 
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ト ) 
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. 信 


ライ ン アド レス 


00 
01 
62 
038 
04 
05 
06 
907 
08 
09 
19 
11 
12 
138 
14 
5 
16 
17 
18 
19 
20 
と q 
る 2 
238 
24 
25 
26 
27 
28 
29 
80 
81 
82 
383 
84 
3 5 
8 6 
87 
88 
3 9 
40 
4 1 


8200 
02 
04 
07 
09 
0B 
0C 
0D 
0E 
0F 
1 の 
18 
14 
15 
16 
1 ュ イ 7 
1A 
1D 
1F 
交 計 
22 
238 
24 
25 
2 8 
2B 
2C 
2D 
2 世 
2F 
8 2 
85 
8 7 
89 
8B 
3C 
8D 
8 世 
41 
42 
48 
4 ま 4 


コー ディ ング 例 


レー ベル 


ST 


DO 


民 到 


MI 


MYVT 
OUT 
LXI 
MV1I 
OU 
INR 
MOV 
MOY 
DCR 
JNZ 
INR 
DCX 
MOY 
ORA 
MOY 
J NZ 
LXT 
MVI 
OUT 
INR 
MOV 
MOY 
DCR 
J NZ 
TMP 
DCX 
MOY 
ORA 
MOYV 
JNZ 
LXr 
MV1 
on0" 
ADT 
MOY 
MOY 
DCR 
JNZ 
DC 
MOYV 
0RA 
MOYV 


4, 工 
RE 
D, 7F1AH 
B, 1 


トー] 
ビ 
恒 


PR よら 和 epP デ 
回 ご らら 


オプ ジェ クト ョ ーR 


3 也 
DS 
11 
0 6 
D8 
3C 
6F 
48 
0D 
C2 
0C 
1B 
7B 
B2 
7D 
C2 
1 1 
06 
D8 
8C 
6F 
48 
0D 
C2 
C8 
1B 
7 B 
BZ 
7D 
g2 
1 1 
06 
D3 
C6 
6F 
48 
0D 
9 
1Eg 
7 B 
B る 
7D 


90 
03 
3 6 
02 
01 


0E 


09 
DD 
0 1 
0 } 


人 4 
2B 


1〒 
1A 
01 
0 1 
01 


8D 


6 5 


8 2 


8 2 
7 1 


8 2 
8 2 


8 2 
7 エ 
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ロワ ウロ po ら 


信 。 世 
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A。 工 

SO 

D, 0AACC 是 
01 績 

と 
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選 回 テ 


に 

中 

回 @ 
トッ 
pp 
で 5 
】 
に =| 


回 


の 
貼 
ロロ 


S〒 十 4 


オブ ジェ クト コー ド 


C2 
1 1 
D8 
8C 
6F 
96 
CB8 
1B 
7B 
B2 
7D 
CZ る 
11 
D8 
8C 
6F 
C3 
1B 
7 お 
B る 2 
7D 
C る 
11 
D8 
8C 
6〒 
00 
1B 
7B 
B タ 2 
7D 
C る 
11 
D3 
8C 
6F 
1 B 
7B 
B る 2 
7D 
時 
C8 
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4B 
D1 
0 1 


65 


5E 
CC 
01 


6F 
8 2 
0 1 


7 紀 
04 
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8 6 


8 2 


8 2 


9 7 


8 2 


8 2 
AA 


8 2 
BS 


8 2 
82 
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6G. ら オー ディ オ ・ ア ンプ の 接続 方 法 


PPT の ポー ト BK 抵抗 を 接続 し て それ ぞ れ の 周波 数 を 合成 し カッ プリ ング ・ コ ン デ ン サ を 介し 
て オー ディ オ ・ ア シブ プ K を 接続 し ます - 


8255 


ニー ニョ ニー ーー デー デー 


6.6G プロ グラ ミン グ お よび 実行 方 法 


コー ディ ング ・ リ スト 上 の オブ ジェ クト ・ コ ー ド を 所 定 の メモ リ K 書 き 込 み ま す . 


に コ 
や 
ドー】 
トー】 


EE 時 
| 
日 日 


に 1 


g | | 叶 
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プロ グラ ム ょ の 書込み が 終了 し , 書き 込み エラ ー が な いと と を 確認 し た ら 次 の コマ ンド で 実行 し ます . 


回 II 四 (回 


RUN 
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